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県立学校自転車通学生のヘルメット着用義務化について

令和２年１２月２３日

学校安全・安心支援課

１ 方 針

自転車通学生のヘルメット着用を努力義務とすること等を定めた「大分県自転車の

安全で適正な利用の促進に関する条例」の制定等を踏まえ、令和３年４月から県立

高等学校及び県立特別支援学校自転車通学生のヘルメット着用を義務化する方針を

決定したい。

２ 背景・理由

・高校生による自転車事故の件数は依然として多く、年間２５０件程度（県立学校）

発生。

・その内の約３割は頭部損傷事故。頭部損傷は死亡・重体・重傷事故につながる危険

性が高く、全国の自転車死亡事故の６割強は頭部損傷によるもの。（ヘルメット着

用により致死率は約６割低下するとされる。）

・平成３０年には大分市内で通学途中の高校生が自動車に追突され、脳挫傷で意識不

明の重体となる事故が発生。

・他県の先行事例として、愛媛県では平成２６年に２人の高校生が相次いで自転車事

故で死亡したのを受け、平成２７年度から高校生のヘルメット着用を自転車通学の

許可要件とした（義務化）。

３ ヘルメット着用に向けたこれまでの取組

（１）ヘルメット着用推進モニター事業（令和元年度・２年度）

モニターとしてヘルメット着用し通学する生徒には、報償費としてヘルメット購
入費に応じて補助し(上限5,000円)、全員着用に向けた気運の醸成を図った。

モニター生徒数 Ｒ元年度:５８６名 Ｒ２年度:７９４名 計１,３８０名

（２）教職員・保護者・生徒との意見交換

○校長・事務長・ＰＴＡの代表との検討会議（令和２年７月・９月）
ヘルメット全員着用（義務化）の具体的方法やヘルメットの購入方法等を協議

○生徒ヒアリング（令和２年７～８月・各地域の７校）
ヘルメットのデザインや交通安全意識向上の取組等について意見交換

（３）生徒の交通安全意識向上に向けた取組

・自転車通学指導者セミナーの開催

・自転車安全利用啓発ＤＶＤ作成・配付

４ ヘルメット着用義務化の具体的方法

各学校でヘルメット着用を自転車通学の許可要件とし、令和３年４月から適用する。

（参考データ）※令和２年１０月時点

県立高等学校・特別支援学校高等部

自転車通学生数：１３,５５７人 （全生徒数２１,３９０人）
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